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1. はじめに
　本稿では、既存のデジタルアーカイブ群とユーザコ
ミュニティをマッシュアップし、VR-AR（仮想現実 -
拡張現実）インターフェイス上に表示する「多元的デ
ジタルアーカイブズ」のインターフェイスデザイン手
法について述べる。この「多元的デジタルアーカイブ
ズ」のユーザは、複数のデジタルアーカイブを横断的
に閲覧しながら、コンテンツ相互の時空間的なつなが
りや身近な場所との関わりを把握し、アーカイブ群の
内容について、より深く知ることができる。

2. 多元的デジタルアーカイブズ
　既存のデジタルアーカイブは、単体の公文書館など
の収蔵資料をデジタル化し、その保管とネットワーク
を通じた利用を可能にするものとして、単独ユーザに
よる資料の個別利用を前提にデザインされてきた。一
方、アーカイブズ学においては、ネットワークが普及
した現代の社会状況に即した記録保存のモデル「レ
コード・コンティニュアム」（以下、RCM という）が
提唱されている（図 1）（1）。

　図 1 の次元 4 において、複数のアーカイブの統合と、
ユーザコミュニティによる集合記憶化がおこなわれ、

アーカイブ群の内容に対するより深い理解が生みださ
れる。しかし、既存のアーカイブズデザイン手法にお
いては、複数のアーカイブの統合と、ユーザコミュニ
ティとの連携が配慮されておらず、RCM に適合しな
かった。著者らは、RCM に適合するアーキテクチャ
を「多元的デジタルアーカイブズ」と定義し、その成
立要件を以下のようにまとめた。

1.	デジタルアーカイブ群の統合
個別に存在する複数のデジタルアーカイブを統合
し、相互に参照しながら閲覧できるようにする。

2.	ユーザコミュニティとの連携
1 に付随するユーザコミュニティと連携し、コミュ
ニケーションの機会を提供する。

3.	コンテンツを一元表示するユーザインターフェイス
1 と 2 のコンテンツを一元表示し、各々の時空間的
な関連性を把握しやすくする。

　著者らは、これらの要件を充たすシステムと、仮想
空間内にコンテンツを表示する VR インターフェイス
のデザイン手法を考案（3）し、長崎（4）・広島原爆（5）、東
日本大震災（6）や沖縄戦を題材とした実装例を制作して
きた。さらに広島原爆、東日本大震災、沖縄戦の事例
においては、実空間にコンテンツを重層表示する AR
インターフェイスも試験的に実装した。次章以降では、
2011 年 7 月 10 日に公開した「ヒロシマ・アーカイブ」（7）

VR-AR インターフェイスデザイン手法について解説
する。なお本稿ではシステムについての解説は割愛し
た。詳細については論文（8）を参照されたい。

3. VR インターフェイス
　「ヒロシマ・アーカイブ」では、広島女学院同窓会
編纂の被爆証言集など、11 のデジタルアーカイブ群
が統合されている。著者らは、すべてのデジタルアー
カイブのコンテンツを単一のデータベースに格納し、
時空間メタデータにもとづいて、Google	Earth にマッ
ピングした（図 2）。写真コンテンツは、現在の地形
や建物モデルと立体的に重層表示した（図 3）。ユー
ザは、マウス操作とタイムスライダー操作を併用して、
VR インターフェイス上の時空間を自由に移動しなが
ら、コンテンツを閲覧することができる。このデザイ
ン手法により、複数のアーカイブが統合され、コンテ
ンツ間の時空間的関連性が提示されている（図 4）。
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図1　レコード・コンティニュアム
出典：註（2）
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　さらに著者らは、デジタルアーカイブ群とユーザコ
ミュニティを連携させるために、原子爆弾や核兵器に
関する Twitter 上のツイートを収集し、Google	Earth
にマッピングした（図 5）。
　このデザイン手法により、デジタルアーカイブ群と
ユーザコミュニティのコンテンツが統合され、各々の
時空間的関連性が提示されている。
　これまでに述べた VR インターフェイスのデザイン
手法により、第 2 章で挙げた「多元的デジタルアーカ
イブズ」の成立要件がすべて充たされている。

4. AR インターフェイス
　「多元的デジタルアーカイブズ」のコンテンツには
時空間メタデータが付与されており、AR 技術を用い
ることで、ユーザの現在地周辺の実空間に重ねあわせ
て表示することができる。ユーザは、前述した VR	イ
ンターフェイスに加えて、本章で説明する AR イン
ターフェイスを用いることで、アーカイブ群の内容と
身近な場所との関わりについて知ることができる。
　著者らが実装した AR インターフェイスでは、ユー
ザの位置情報と方位をもとにして、すべてのコンテン
ツがスマートフォン等のカメラビュー上に表示される

（図 6）。広島にいるユーザは、コンテンツが存在する
方角と、現在地からの距離を把握することができる。
これにより、アーカイブ群の内容と、ユーザの身近な
場所との関わりが提示される。

　さらに、広島以外の場所にいるユーザは、現在地を
「仮想の爆心」（仮想的な爆心地）として設定し、周囲
の空間にマーカを再マッピングすることができる。図
7 はお台場海浜公園付近を「仮想の爆心」に設定し、
マーカを再マッピングした様子である。

図2　全コンテンツの重層表示

図3　写真と地形の立体的重層表示

図4　コンテンツ間の時空間的関連性の提示

図6　AR表示

図5　ツイートのマッピング
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　この「仮想の爆心」機能により、広島以外の場所に
いるユーザでも、アーカイブ群の内容と、ユーザの身
近な場所がもつスケールを重ね合わせて把握できる。

5. おわりに
　これまでに制作した実装例はインターネット上で公
開されており、累計で 70 万件以上のアクセスを集め
た。また、第 14 回文化庁メディア芸術祭など、複数
の展覧会で実展示をおこない、多数の鑑賞者に触れて
もらう機会を得た。以下にユーザの感想の例を示す。

被爆者の方のお名前や顔写真、被害を受けた主な
施設の写真が、その被爆場所や所在地ごとに表示
されており、またクリックすると体験談が表示さ
れたり、地図を上空からあるいは斜めからなど多
角的に見ることができるので、被害を受けた範囲
などがリアルにわかる仕組みになっている。

　著者らは、アクセスログ、インターネット上のユー
ザの感想、そして実展示における鑑賞者の行動を比較
分析した結果、考案した VR インターフェイス手法は
妥当であると考えている。詳細については論文（9）を参
照されたい。
　2012 年度は、VR-AR インターフェイスの実証実験を
長崎原爆と沖縄戦を対象におこなう。VR インターフェ
イスを「事前学習」に、AR インターフェイスを「現地
踏査」にそれぞれ用いた、平和教育ツールとしての展
開が予定されている。今後も実装例の制作や実用展開
を図りながら、デザイン手法の精度を高めていきたい。
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図7　「仮想の爆心」表示
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1. はじめに
　欧米の図書館界でアドヴォカシー（advocacy）とい
う言葉が頻繁に聞かれるようになって久しい（CA1646
参照）。国際図書館連盟（International	Federation	of	
Library	Associations	and	Institutions：IFLA）の「戦
略計画 2010-2015」（1）においてもその重要性が強調さ
れており、各国の代表的な図書館団体のウェブサイト
でもアドヴォカシーが主要な項目として取り上げられ
ている（2）。本稿では、その代表的な事例として 2010
年度以降の英国の緊縮財政に対する図書館界の動向に
ついて、アドヴォカシーという観点からその概略を述
べる。

2. アドヴォカシーとは
　アドヴォカシーとは、特定の立場や主義に対する
支持や擁護を意味する単語である。元来は社会的弱
者の権利擁護運動の意味で使用されてきたが、図書
館の世界では一般的に、図書館の果たす役割や現状
について財政当局者や立法者、地域の人間に説明ない
しアピールし、社会一般の認識を高めるとともに、必
要な支援や支持を取り付けるために行う一連の活動を
意味している。支援や支持を取り付けて最終的に何を
達成するのか明確な目標を設定し、他者の行動を促す
ことで支援者を巻き込みながら行う点が、単なる広報
活動とは異なる点である。また、いわゆるロビー活
動と同じようにも聞こえるが、マッケラシャー（Sue	
McKerracher）氏の解説（3）によれば、ロビー活動が期
限を定めた活動であるのに対し、アドヴォカシーは継
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